
令和３年度（第14回）国土交通大臣賞〈循環のみち下水道賞〉

広報・教育部門
使用料改定に向けた情報発信力の強化
はじめまして！うすぃ＆おすぃです

春日井市

　使用料改定を進めるにあたり、上下水道事業経営審議会を始め、市民の方から、これま
でどのような経営努力を行ってきたのかという御意見をいただく機会が少なくありません
でした。本市では、前回の平成 15年度の使用料改定時以降、約 15億円の経費削減を行っ
てきましたが、不足していたとすれば、それを見せる努力ではなかったかと考え、「簡単明
解であること」「スパイス程度の話題性を持たせること」により、興味や関心を持ってもら
うことが、情報発信力の強化につながるのではないか、つなげたい！との思いから、取り
組みを進めました。今回の受賞も今後のＰＲ活動に活かし、下水道への理解を深めるための、
さまざまな広報戦略をうすぃ＆おすぃと一緒に進めていきたいと思います。

春日井市上下水道経営課
下水道経理担当主査　

加藤京子

Key Person

PR ポイント! 取組の効果 !
　まずはお金をかけずに、自分たちの手で、ホームページや広報をより多くの方に
見ていただくための取り組みは何かと考え、ぬりえとキャラクターデザイン募集を
行いました。
　また、マスクについては、「書のまち春日井」らしく、サクラ柄のマンホールを御
朱印に見立て、職員の自筆により「合格祈願」と認め（したため）、マスクに同封し
ました。うすぃ＆おすぃのお披露目と併せて、市のマンホールもＰＲすることで、
下水道に親しみと関心を持つきっかけとなればと、企画しました。

　ホームページ閲覧数は約
16,800 件と、非常に多くの方に
見ていただくことができ、使用
料改定の周知にも貢献できたの
ではないかと実感しています。


